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L

伊
藤
喜
栄
先
生

の
軌
跡

本
学
外

国
語
学
部
伊
藤
喜

栄
先
生

は
、
平
成

一
四
年

三
月
を
も

っ
て
定
年

退
職

さ
れ
た
。
先
生

の
軌
跡

に

つ
い
て
、
後
任
と
し

て
述

べ
る
こ
と
が

で
き
る

の
は
大
変
な
お
役

目

で
あ

る
。
と
同
時

に
嬉

し

い
こ
と

で
も
あ
る
。

も
と
よ
り
、
相
応
し

い
諸
先
生
方

に
は
恐
縮

な

こ
と
で
あ
り
、
暦
越

で
あ

る
こ
と
を
お
許
し
願

い
た

い
。

さ
て
、
先
生
は
、
昭
和
六

(
一
九

三

一
)
年

に
愛
知
県

に
お
生

ま
れ

に
な

っ
た
。
昭
和

二
五

(
一
九

五
〇
)
年
、
県
立

一
宮
高
等
学

校

を
卒
業
さ
れ

る
と
同
時

に
、
名
古
屋
大
学

の
工
学
部

に
入
学
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
地
理
学
研
究
を
志

さ
れ
、
翌
年
、
文
学
部
史
学
科

地

理
学
専

攻

に
転
部

さ
れ
た
。
続

い
て
同
大

学
院

に
進
ま
れ
、
昭
和

三
六

(
一
九
六

一
)
年

に
同
大
学
院
博
士
課
程
を

修
了
さ
れ
た
。

こ
の
間

の
詳

し

い
事
情

に

つ
い
て
は
、
先
生
自

身

で
触
れ
ら
れ

て
い
る

(日
ゴ
Φ
∋
o
コ
o
α
9

Z
o
・卜。
一

神
奈
川
大
学
外
国
語
学
部
基
本
部

会

)
。

大
学
院

修
了
と
間
を
お
か
ず

、
大

分
大
学
経

済
学
部
専
任
講
師

を
か
わ
き
り

に
、
名
古
屋
市
立
大
学
教
養
部
助
教
授
、
金
沢
大
学
法
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文
学
部
助
教
授
、
慶
慮
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
を
経

て
、
平
成

三

(
一
九
九

一
)
年

四
月
よ
り
本

学
外
国
語
学
部
教
授

に
就
任

さ
れ

た
。

こ
の
間
、
山
形
大
学
人
文
学
部
、

お
茶

の
水
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
、
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
、
都
留
文
科

大
学
、
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
、
横
浜

国
立
大
学
教
育
学
部
等

で
非
常
勤
講
師
を
歴
任

さ
れ
た
。
ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
M
I
T
、

ル
ー

ル
大
学

.
ミ

ュ
ン
ス
タ
ー
大

学
、

シ

ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
等

の
研
究
所

に
お

い
て
、
招
聰
研
究
員
や
在
外
研
究
員
も
歴
任
さ
れ
た
。

社
会
的
活
動

の
面

で
も
ご

活
躍
さ
れ
た
。
代
表
幹

事
や
評
議

員
を
歴
任
さ
れ
た
経
済
地

理
学
会
、
協
議
員
を
さ
れ
た
人
文
地
理
学
会

で
の
活
躍

に
と
ど
ま
ら
な

い
。
平
和
経
済
計
画
会

議
理
事

、
中

部
圏

二

一
世
紀
委
員
会
委

員

(
国
土
庁
)
な
ど

の
ほ
か
、

日
本
学
術
会

議
第

一
部
人
文
地

理
研
究
連

絡
委
員
、
同
第
三
部

経
済
政

策
研
究
連
絡
委

員
等

を
勤
め
ら
れ
て

い
る
。

先
生

の
専
攻

は
人
文
地

理
学
、
と
り
わ
け
経
済
地

理
学

で
あ

る
。
先
生

の
業
績

も
お
お
よ
そ
、
織
物
業

の
地
域
的
性
格
、
産
業
経
済

の
地
域
構
造
、
工
業

用
地

と
地
域

開
発
、
地
域
政
策
と
産
業
立
地
政
策

に
関
す

る
も

の
が
多

い
。
ま
た
、
都
市
構
造

と
そ
の
形
成
過
程
、

土
地
利

用
、
人

口
移
動
な
ど

人
文

地
理
学

の
ほ
と
ん
ど

の
領
域

に
わ
た

っ
て
い
る
。
主
要
な

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
先
生

の
教
歴

に
と
も
な

う
か
た
ち

で
、
中
京

圏
、
北
陸
、

九
州
、

関
東

の
ほ
か
英

国
お

よ
び
英
語

圏
で
あ

る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
地
理
学
者

は
、
職
場

の

立
地

と

の
関
連

で
フ
ィ
ー

ル
ド
を
多
様
化

し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
社
会
的
な
要
請
が
あ
り
、
先
生

の
業
績

に
も
、

こ
れ
に
応
え
ら
れ
た

も

の
が
散
見
さ
れ

る
。

こ
の
中

で
筆
者
が
特

に
記

し
た

い
業
績

は
、
『
日
本

の
町
と
村
』
(古
今
書
院
)
と

『
図
説

日
本

の
地
域
構
造
』
(古

今
書
院
)
、
『
現
代
世
界

の
地
域

シ
ス
テ
ム
』

(大

明
堂
)

と

『立
地

と
空
間
上
下
」

(古
今
書
院
)
、

『大
学

の
地

理
学
-
自
然
地

理
学

の

基
礎
』
.
『
大
学

の
教
科
書

H
人
文
地

理
学

の
基
礎
』
・
『人

学

の
教
科
書

皿
地
理
学

の
諸
問
題
と
分
析
手
法
』

(古
今
書
院
)
で
あ

る
。

『
日
本

の
町
と
村
』

は
、
後

に
、

「湯
河
原
グ

ル
ー
プ
」

と
称
さ
れ

る
よ
う

に
な

る
、
気
鋭

の
若

手
地

理
学
者

の
真
摯

な
る
討
論

の
結

果
世

に
出
た
も

の
で
あ

る
。
構
成

メ
ン
バ
ー

は
、
伊
藤
先

生

の
他

、
板
倉

勝
高

(東

北
大
)
、
井
手
策
夫

(立

正
大
学
)
、
浮

田
典
良

(京
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都
大
学
)
、
金

田
昌
司

(中
央
大
)
、
高
橋
潤

二
郎

(慶
慮
義
塾
大
学
)
、
竹
内
淳
彦

(
日
本

工
業
大
学
)
、
村

田
喜
与
治

(中
央
大
)
等

(
い

ず

れ
も
当
時
)

の
諸
先
生
方

で
あ
り
、

そ

の
後
口
本

の
、
地

理
学
会
を
牽
引
す

る
ビ

ッ
グ

ネ
ー

ム
ば
か
り

で
あ
る
。
本
書

の
中

で
伊
藤

先
生

は
、
そ

の
成
立

過
程

で
ど

の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
言

及
さ
れ

て
い
る
。

現
下

の
地

理
学
会

の
現
状
を
斜
め
見

る

限

り

で
は
、

こ
の
よ
う
な
真
摯

な
議

論

の
場
が
ど

こ
に
か
あ
る

の
だ

ろ
う

か
、

と
考

え

て
し
ま
う
く

ら

い
の
文
章

で
あ

る
。
『
図
説

日

本

の
地
域
構
造
』
は
、
伊
藤
先
生
、
浮

田
先
生
を
中
心

に
編
集
さ
れ
た
、
主
題
図
や
図
表

現
の
便
利
な
テ
キ

ス
ト
と
し
て
ば

か
り

で
な
く
、

口
本
列
島

の
、
自
然

・
人
文
地

理
の
姿
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
も

の
で
あ
る
。
本
書

は
、
出
版

か
ら
時
間
が
た

っ
て
お
り
、
新
版

も
し
く
は
改
訂
版

の
発
行
が
期
待

さ
れ
て
き
た
が
、
未
だ
発
行
さ
れ

て

い
な

い
。
筆
者

は
大
学

の
講
義

で
そ
の
利
便
性

の
た
め

に
よ
く

利

用
し

て
お
り
、
伊
藤
先
生

に
新
版

の
進
捗
旦
ハ合
を

お
聞
き

し
た

こ
と
が
あ

っ
た
。
執
筆

は
す

で
に
最
終

段
階

に
あ
る
由

、
ご
期
待
申

し
上
げ
た

い
。

『
現
代
世
界

の
地
域

シ
ス
テ
ム
』
と

『
立
地
と
空
間
上
下

(
翻
訳
)
』

は
、
先
生
が
海
外
研
修
や
、
在
外

研
究
員
と
し

て
英

国
、
ド
イ

ツ
を
中
心

に
研
究
活
動

を
積

み
重
ね

て
こ
ら
れ
た
結

果

で
あ

る
と
見
受
け

ら
れ
る
。

両
書
と
も
多
く

の
共
同
研
究
者
と

の
ジ

ョ
イ

ン
ト

で
あ
り
、
先
生
が
監
修

さ
れ

て
い
る
。

『
大
学

の
教
科
書

-
自

然
地

理
学

の
基
礎
』
・
『
大

学

の
教
科
書

H
人
文
地

理
学

の
基
礎
』
・
『
大
学

の
教
科
書

m
地

理
学

の
諸
問
題

と

分
析
手
法
』

は
、
英
国

に
お
け

る
高
等
学
校

の
グ
レ
ー
ド

(
A
)

の
地

理
学
テ
キ

ス
ト

の
翻
訳
書

で
あ

る
。
本
書

も
多
く

の
共
同
研
究

者
が
参

画
し
て

い
る
。
伊
藤
先
生

は
か
ね

て
よ
り
、

日
本

の
大
学
教
養
課
程
に
お
け
る
地

理
教
育

に
対

し
て
、
標
準

と
な

る
テ
キ

ス
ト

に
乏

し

い
こ
と
を
指
摘

し
て

こ
ら
れ
た
。

そ
れ
は
、
長

ら
く
教
養
課
程

で
の
地
理
教
育

に
お

い
て
、
受
講
生

の
地
理
的
情
報

の
少

な
さ

や
偏
り
と

い

っ
た
、

現
場

か
ら

の
感
慨

で
あ

っ
た
と
お

も
わ
れ

る
。

し
た
が

っ
て
、
本
書

の
翻

訳
刊
行
は
、
先
生

の

一
結
論

の
教
示
か
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と
思
わ
れ
る
。
筆
者
も
ま
た
、

同
様
な
感
慨

に
お

そ
わ
れ

る

こ
と
が
多

い
。

こ
れ
は
高

等
学
校
ま

で
の
地
理
教
育
が
、
知
識
詰
め
込
み

を
前
提

と
し
た
、
世
界
全
体

の
地
誌
、

日
本
全
体

の
地
誌
か
ら
、
国
際

理
解
と
国
際
共
生
、
環
境
教
育
、
地

理
情
報
教
育

に
そ
の
重
心

を
移

し
て
き
た
か
ら

に
他
な

ら
な

い
。
要
す

る
に
、
情
報
化
が
進
展
し
た
結
果
、
地

理
的
情
報

の
収
得
よ
り
も
、
知
識

の
応

用
、
理
論

的

な
展
開
、
情
報
技
術

の
収
得
を
求
め

る
方
向

に
あ

る
と

い
う

こ
と
な

の
か
も
し
れ
な

い
。

し
か

し
、
地

理
学
徒

の
多

く
は
、
地
理
学

的
知
識

の
拡
大
と

い
う
知
的
な
興
味
か
ら

こ
の
世
界

に
入
り
込
ん

で
き
た

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
知
識
が
乏

し
け
れ
ば
想
像

や
予
測
な

ど
が
、
よ
り
多
様

に
な

る

こ
と
に
は
限
界
が
あ

る
の
で
は
な

い
か
。
今
後
、
文
部
科
学
省

の
地
理
教
育

に

つ
い
て
は

一
考
が
必
要

に
な

っ

て

こ
よ
う
。

話
が
伊
藤
先

生
か
ら
は
ず

れ

て
し
ま

っ
た
よ
う
だ

。
本

題
に
戻

ろ
う
。
伊
藤
先
生

の
業
績

に
共
通
す
る
手
法
的
特
徴

は
、
先
生
を
中

心

に
ゼ

ミ
ナ
ー

ル
活
動
が

そ

の
中
核

と
な

っ
て

い
る

こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
大
学
院
時
代
、
若

手
研
究
者

の
時
代
、

円
熟
し
た
時
代
、

近
年
と

い
う
よ
う
に
、

時
間
的

な
区
分
が

で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
筆
者

に
は
そ
れ
を
ま
と
め
る
力
が
無

い
。
そ

こ
で
次

に
、
伊
藤

先
生

の
人
と
な
り
を
、
筆
者
が
経
験

し
た

こ
と
が

ら
か
ら
接
近
を
試
み

た

い
。
題
し

て

「
伊
藤
家

の
食
卓
」
。

Z

「伊
藤
家

の
食
卓
」

ゼ

ミ
ナ
ー
ル
活
動

は
、
大
学
生
活
上
最
も
重
要
な
要
素

で
あ

ろ
う
。
伊
藤
先
生
が
様

々
な
段
階

で
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
を
主
催
さ
れ
、
社
会

的

な
要
請

に
応

え
て

こ
ら
れ
た

こ
と
は
先

に
述

べ
た
。
伊
藤
先
生
が
退
職
さ
れ
、
そ

の
記
念

?

(
も
し
く
は
区
切
り
)

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が
昨
春

に
行
わ
れ
た
。
東
洋
経
済
新
報
社

の
ビ

ル
内

で
行
わ
れ
た
が
、
先
生

の
他
、
地

理
学
ば

か
り
で
な
く
、
経
済
学
な
ど

の
大
学
関

係
者

の
他
、
行
政
関
係
者
、
編
集
者
、

シ
ン
ク
タ

ン
ク
か
ら
多

数
参
加
者
が
あ

っ
た
。
多

く

の
方

々
は
、
名
古

屋
大
学
大
学
院
時
代

の
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同
窓
生
、
大
分
大

学

・
金
沢
大

学
等

の
同
僚

の
先
生
方
、
金
沢
大
学
、
慶
慮
義
塾
大
学
、
国
際
基
督
教
大

学
、
神
奈
川
大
学
時
代

の
教

え
子

の
方

々
で
あ
り
、
伊
藤
ゼ

ミ

の
構
成
者

で
あ

っ
た
。
筆
者

は
、
先
生

の
後
任

と

い
う

こ
と

で
、

こ
の
会

に
参
加
を
許
さ
れ
、

そ
れ

ま

で
お

つ
き
あ

い
が
少
な
か

っ
た
先

生
方

と
交
流
が

で
き
、
個
人
的

に
は
有
意
義
な

一
時

で
あ

っ
た
。
会

は
二
部
構
成

で
、

一
部

は
研

究
集
会
、
二
部
は
懇
談
会

で
あ

っ
た
。

い
く
ら
か
お
酒
を
召
さ
れ
た
先
生
と
、
そ
の
他
ゼ

ミ
ナ
ー

ル
構
成
員
と

の
議
論

は

(論
戦

と

い

っ

て
も
善

い
く
ら

い
の
内
容

で
あ

っ
た
)
、
真
摯

で
、

い

つ
終
わ

る
か
と
思
わ
れ

る
く

ら

い
で
あ

っ
た
。

そ

こ
に
は
先
輩

も
後
輩

も
、
先

生

も
学
生
も
な

い

一
地
理
学
徒
と
し

て
、
各

人
が
各
様

の
議
論

を
展
開
さ
れ

て
い
た

の
で
あ

る
。
面
食
ら

っ
た
筆
者

は
、
ち

ゃ
ん
と
記

録
す

る

こ
と
も

で
き
ず
、
聞
き
流
す
だ
け

で
あ

っ
た
。
酒
が

入
る
と
論

理
的

な
議
論

な
ど

で
き

な

い
性
分

の
筆
者

に
と

っ
て
、
ち

ょ

つ

と
相
容

れ
な

い

(自
分
だ
け
仲
間
は
ず
れ
た
か
な
、
と

い
う
く
ら

い
の
こ
と
)
、
場
違

い
な
感
が
あ

っ
た
。

ず

い
ぶ

ん
長
々
と
文
を
連
ね

て
き

た
。
言

い
忘
れ
た

こ
と
。

つ
ま
り
筆
者

と
伊
藤
先
生

の
接
点

に

つ
い
て
の
べ
る
。

も
と
よ
り
、
先

生

を
筆
者

が
初

め

て
知

っ
た

の
は
、
文
献

か
ら

で
あ

っ
た
。
地
場
産
業

に
興
味
が

で
て
き
た
大

学
院
時
代
、
中
京
圏

の
織
物
産
地

の
研

究

に
は
、
伊
藤
論
文

の
理
解
は
欠
く

こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
。
そ

の
後
、
学
会

な
ど

で
先
生

の
諸
説
を
拝
聴
し

て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
ち

ょ

っ

と
し
た
偶
然
が
あ

っ
た
。
筆
者

は
大
学
院
時
代
、

シ

ン
ク
タ

ン
ク

で
地
域
産
業
活
性
化

に

つ
い
て
お
手
伝

い
を
し

て
い
た

こ
と
が
あ

っ

た
。
そ

の
ア
ル
バ
イ
ト
仲
間

に
、
伊
藤
先
生

の
お
嬢
様
が

い
ら

っ
し

ゃ

っ
た
の
で
あ

る
。
そ

こ
で
い
く
ら
か
の
機
会

に
人
間

「伊
藤
喜

栄
」
先
生

の
お
人
柄

に
接
す
る

こ
と
が

で
き
た
。

こ
の

こ
と
は
望
外

の
喜
び

で
あ

っ
た
。
そ

こ
で
の
お
話

で
興
味
深
か

っ
た

の
は
、
後

に
、
奥
様

や
、
お
姉
さ
ま
か

ら
も

同
様

な
お
話

を
お
聞
き
す

る

こ
と

に
な

る
あ

る
情

景

で
あ

る
。

「伊
藤
家

の
食
卓
」

は
、
ま

る
で
教

室

の
よ
う

に
、
学
問
的
な
会
話
が
飛
び
交

っ
て
お
り
、

二
人

の
お
嬢
様

は
、
取
り
立

て
て
勉
強
し
な
く

て
も
、
人
間

の
真
理
、
世
界
や

日
本

の
歴
史
、
地
理
、
文
学
、
文
化
等
々
、
そ

の
他

の
分

野
に
わ
た

っ
て
学
ぶ

こ
と
が

で
き
た
そ
う

で
あ

る
。
そ
れ

こ
そ
、
食

卓
が
教
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養
教
育

の
現
場

で
あ

っ
た
由
。

し
た
が

っ
て
、
平
成
七
年

の
年

末
頃
、
東
京
農
業

大
学

の
高
柳
長
直
先
生
を
通
し
て
、
神
奈

川
人
学

の

非
常
勤
講
師

の
お
話
を
得

た
折
り
、

「あ

の
伊
藤
喜
栄
先
生
」

と
同
じ
言
語

で
お
話
し

で
き
る

の
だ

ろ
う
か
と
心
配
し
た
も

の
で
あ
る
。

そ

の
私

に
、
講
義
は

h
自
由

に
や

っ
て
下
さ

い
」

と
、
何

の
制

約
も
な
し
に
お
話

を
進
め

て

い
た
だ

い
た

の
で
あ

る
。

さ
て
、
最
後

に
昨
年
、
先
生
は
人
文
研
究

所
報

に

一
本

の
論
文

を
寄
稿
さ
れ

た
。
そ
れ
は

一
九
九
〇
年
代
、

日
本

の
経
済
地
理
学
会

に
お

い
て
、
産
業
集
積
現
象

に
対
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
以
来

、
英

語
圏

の
経
済
学
者
を
中
心
と
し

て
経
済
地
理
学

の
再
評
価

の
流
れ

が

み
ら
れ

る
こ
と
を
示
し
、

こ
れ
ら

の
思
潮
が
、
従
前

の
集
積
論

の
ど

こ
と
異
同
が
あ

る
の
か
を
批
判
的

に
示
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
外

来

の
、
し
か
も
新

し
く
見
え
る
理
論
を
無
批
判

に
導
入
す

る

こ
と
に
疑
義
を
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の

こ
と
は
、
若

い
経
済
地

理
学

者
が
も
う

一
度
検
討

す
べ
き
事

で
あ
ろ
う
。
先
生
が
筆
者
た
ち

に
残
さ
れ
た
宿
題

で
あ
る
と
考

え
ら
れ

る
。
心
し
た

い
も
の
で
あ

る
。

な
に
や
ら
論
旨
が
あ

や
ふ
や

に
な

っ
て
き
た
。
紙
幅
も
尽
き
た
。
最
後
に
は
な

っ
た
が
、
先
生
、
お
身
体
大
切

に
。
今
後
と
も
私
た

ち

の
ゼ

ミ
ナ
ー

ル
の
ご
指
導
お
願

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
す
。


